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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月26日(2011.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　返信メールではない新規メールと、返信メールと、返信メールの作成元の電子メールで
ある作成元メールとを記憶装置に記憶する、電子メールの暗号化と復号化を制御するメー
ル暗号復号制御装置であって、
　前記新規メールを生成する場合に、前記新規メールを暗号化及び復号するための共通鍵
データを生成する共通鍵データ生成手段と、
　前記共通鍵データ生成手段で生成した共通鍵データを用いて、前記新規メールを暗号化
する第１の暗号化手段と、
　返信メールを生成する場合に、前記作成元メールから得られる共通鍵データを用いて、
前記返信メールを暗号化する第２の暗号化手段と、
　記憶装置に記憶されたメールの中より、前記新規メールから前記返信メールまでのスレ
ッドに含まれる電子メールであって、共通鍵データを未取得の電子メールを特定して抽出
する抽出手段と、
　前記抽出手段で抽出した電子メールから得られる共通鍵データを用いて、受信した暗号
化メールを復号する復号手段と
　を備え、
　前記第２の暗号化手段は、前記復号手段で復号した電子メールを作成元とする返信メー
ルを暗号化することを特徴とするメール暗号復号制御装置。
【請求項２】
　前記第１の暗号化手段、及び、前記第２の暗号化手段で電子メールを暗号化する際に用
いられる前記共通鍵データは、前記共通鍵データの取得元である電子メール毎に異なるこ
とを特徴とする請求項１に記載のメール暗号復号制御装置。
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【請求項３】
　前記共通鍵データ生成手段は、前記第１の暗号化手段で前記スレッドの最初のメールで
ある前記新規メールを暗号化する際に用いる共通鍵データであるルートメールを生成する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のメール暗号復号制御装置。
【請求項４】
　前記抽出手段は、前記記憶装置に記憶された電子メールの中より、前記新規メールから
、前記受信した暗号化メールの作成元メールである前記返信メールに至るまでの電子メー
ルを特定して、前記スレッドより抽出することを特徴とし、
　前記復号手段は、前記抽出手段で抽出した前記新規メールから前記返信メールまでのス
レッドに含まれる電子メールより得られる共通鍵データ、及び、前記共通鍵データ生成手
段で生成した共通鍵とを用いて、前記受信した暗号化メールを復号することを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のメール暗号復号制御装置。
【請求項５】
前記返信メールを送信する場合に、前記作成元メールの宛先及び送信元に設定されていな
いメールアドレスが、当該返信メールの宛先に新規に追加されたかを判定する判定手段と
、
前記判定手段で、返信メールの宛先に当該メールアドレスが追加されたと判定された場合
に、当該追加された宛先に対して、前記新規メールから前記返信メールまでのスレッドに
含まれる電子メールを送信する送信手段と
を更に備えることを特徴とする請求項１乃至４に記載のメール暗号複合制御装置。
【請求項６】
前記判定手段で、返信メールの宛先に前記作成元メールの宛先及び送信元に設定されてい
ないメールアドレスが追加されたと判定された場合に、当該追加された宛先を含む電子メ
ールを前記新規メールとして送信するかを判定する送信判定手段と、を更に備え、
前記送信手段は、前記送信判定手段で前記新規メールとして送信すると判定した場合に、
前記共通鍵データ生成手段で生成される共通鍵データと前記第１暗号化手段で暗号化され
る当該新規メールとを当該追加された宛先に送信することを特徴とする請求項５に記載の
メール暗号複合制御装置。
【請求項７】
　返信メールではない新規メールと、返信メールと、返信メールの作成元である作成元メ
ールとを記憶装置に記憶する、電子メールの暗号化と復号化を制御するメール暗号複合制
御装置における制御方法であって、
　共通鍵生成手段が、前記新規メールを生成する場合に、前記新規メールを暗号化及び復
号するための共通鍵データを生成する共通鍵データ生成工程と、
　第１の暗号化手段が、前記共通鍵データ生成手段で生成した共通鍵データを用いて、前
記新規メールを暗号化する第１の暗号化工程と、
　第２の暗号化手段が、返信メールを生成する場合に、前記作成元メールから得られる共
通鍵データを用いて、前記返信メールを暗号化する第２の暗号化工程と、
　抽出手段が、記憶装置に記憶されたメールの中より、前記新規メールから前記返信メー
ルまでのスレッドに含まれる電子メールであって、共通鍵データを未取得の電子メールを
特定して抽出する抽出工程と、
　復号手段が、前記抽出手段で抽出した電子メールから得られる共通鍵データを用いて、
受信した暗号化メールを復号する復号工程と
　を含み、
　前記第２の暗号化工程は、前記復号工程で復号した電子メールを作成元とする返信メー
ルを暗号化することを特徴とするメール暗号復号制御装置における制御方法。
【請求項８】
　返信メールではない新規メールと、返信メールと、返信メールの作成元の電子メールで
ある作成元メールとを記憶装置に記憶する、電子メールの暗号化と復号化を制御するメー
ル暗号復号制御装置において実行可能なプログラムであって、
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　前記メール暗号復号制御装置を、
　前記新規メールを生成する場合に、前記新規メールを暗号化及び復号するための共通鍵
データを生成する共通鍵データ生成手段と、
　前記共通鍵データ生成手段で生成した共通鍵データを用いて、前記新規メールを暗号化
する第１の暗号化手段と、
　返信メールを生成する場合に、前記作成元メールから得られる共通鍵データを用いて、
前記返信メールを暗号化する第２の暗号化手段と、
　記憶装置に記憶されたメールの中より、前記新規メールから前記返信メールまでのスレ
ッドに含まれる電子メールであって、共通鍵データを未取得の電子メールを特定して抽出
する抽出手段と、
　前記抽出手段で抽出した電子メールから得られる共通鍵データを用いて、受信した暗号
化メールを復号する復号手段として機能させ、
　前記第２の暗号化手段は、前記復号手段で復号した電子メールを作成元とする返信メー
ルを暗号化することを特徴とするメール暗号復号制御装置の制御プログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の暗号復号制御装置は、返信メールではない新規メールと、返信メールと、返信
メールの作成元の電子メールである作成元メールとを記憶装置に記憶する、電子メールの
暗号化と復号化を制御するメール暗号復号制御装置であって、前記新規メールを生成する
場合に、前記新規メールを暗号化及び復号するための共通鍵データを生成する共通鍵デー
タ生成手段と、前記共通鍵データ生成手段で生成した共通鍵データを用いて、前記新規メ
ールを暗号化する第１の暗号化手段と、返信メールを生成する場合に、前記作成元メール
から得られる共通鍵データを用いて、前記返信メールを暗号化する第２の暗号化手段と、
記憶装置に記憶されたメールの中より、前記新規メールから前記返信メールまでのスレッ
ドに含まれる電子メールであって、共通鍵データを未取得の電子メールを特定して抽出す
る抽出手段と、前記抽出手段で抽出した電子メールから得られる共通鍵データを用いて、
受信した暗号化メールを復号する復号手段とを備え、前記第２の暗号化手段は、前記復号
手段で復号した電子メールを作成元とする返信メールを暗号化することを特徴とする。
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